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算 数 
平成２９年  ８  第６６巻  第８号            香川県小学校教育研究会算数部会 

香 川 県 算 数 教 育 研 究 会 

 

平成 29 年度 第１回定例研修会報告 

  ６月３日，附属坂出小学校にて，第１回定例研が行われた。今回はその概要について報告する。 

         〈 日 程 〉 

 １ 開 会 

 ２ 研究部提案 「本年度の県テーマについて」 

 ３ 附属坂出小学校の提案 

第４学年「１億をこえる数」  白川 章弘 先生 

 ４ 夏季研担当 仲善支部の提案 

      仲善支部の取り組みについて 

    まんのう町立満濃南小学校 髙橋佑惟子 先生 

 ５ 閉 会 

 

研究部提案 

 

 

 

 

本年度は，研究副主題を「自分たちの力で問題と向き合う楽しさのある授業づくり」とした。子どもたちの学習

意欲を高める手だてによって，子どもたちが自ら問題を見いだし，その解決に向けて「数学的な考え方」を発揮す

る子どもの育成を目指してきた昨年度の研究のねらいは継続しながら，本年度はより具体的な授業像を明確にして，

全ての子どもの「数学的な考え方」育成を目指していきたい。 

 では，「自分たちの力で問題と向き合う楽しさ」とは，どのようなことであろうか。例えば，教材と出合い，課題

解決を通して，「数値を，小数に変えても同じことが言えた。では，数値を分数に変えても同じことが言えるのかな。」

「どんな三角形でも，見つけた決まりが成り立つことが分かった。では，四角形になるとどうだろうか。」「問題の

ここを変えると…」「…についてもっと知りたい」というように，自分たちの力で問いを見いだす楽しさ。解決に向

けて困難さを感じても，「ここまでは分かったのだけれど，ここからどうやって説明すればいいのかな。」「〇〇さん

は，どんなふうに考えたのか教えて。」と，友達と関わりながら解決の手がかりを得て進んでいく楽しさ。互いの考

えについて，「なぜそう考えたの。」「だって…だから」「…の方がもっと簡単だよ。」と話し合いながら考えを洗練さ

せたり，「…に使われているよ。」「…に生かされているね。」と学んだことの価値に気付いたりする楽しさ。子ども

たちが，そういった楽しさを実感できる授業を目指して，以下の点を大切にしながら研究を進めていきたい。 

 

（１）育成したい「数学的な考え方」の明確化 

（２）学習意欲の高まりを促進する教師の手だてを見いだす 

  ① 子どもたちの疑問や問いの気付きを大切にした単元構成 

  ② 子ども自身が学びの成果を価値付け，統合的・発展的に考えられるようになるための教師の手だて 

  ③ 子どもどうしが自ら高め合う対話的な学びを支える教師の手だて 

＜平成 29 年度 研究主題，研究副主題＞ 

子 ど も と 算 数 を 創 る 

－自分たちの力で問題と向き合う楽しさのある授業づくり－ 
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附属坂出小学校の提案 

 

 

【提案者】 香川大学教育学部附属坂出小学校  白川 章弘 先生 

１ 提案（スライドより抜粋） 

小学校学習指導要領解説算数編より 

第３学年では，万の単位を含めて，十進位取り記数法に

ついて指導している。第４学年では，億，兆の単位につい

て指導し，十進位取り記数法についての理解を深めるよう

にする。 

育成したい「数学的な考え方」 

表現の考え：表現の基本原理に基づいて考えようとする。 

 整数や小数は，十進位取り記数法によって表されている

ので，数の性質や計算は，この記数法による表現の意味を

きちんと理解して，この意味に基づいて考えることが欠か

せないことである。分数，さらに量，図形についても，同

様である。 

子どものつまずき…数の大きさのイメージがもてない 

数を構成的に見たり，相対的に見たりする力が十分身に付いていない。 

○･･･１０００を３こ，１０を５こ合わせた数は，３０５０ 

 △･･･１０億を３こ，１００万を５こ合わせた数は，３００５００００００ 

つまずきの解消 ⇒ 十進位取り記数法の意味理解と，日常生活とつなぐことが大切 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践の概要（本時） 

ステップ２ 

 発展的な問題や個々の課題に応じた

問題に挑戦。 

10 種類の数字をすべて使って大き

な数をつくる。 

問題づくりを通して（子どもの感想） 

・大きな数の仕組みがよく分かった。 

・もっと知りたいことが見つかった。 

・友達と一緒に考えたのが楽しかった。⇒次の学びへの意欲に 

第４学年 「１億をこえる数」 
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仲善支部の提案 

【提案者】 まんのう町立満濃南小学校 髙橋佑惟子 先生 
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